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企業名： 愛知製鋼           
 
レポート名： 統合レポート 2021            
 
 
1． この会社が目指す姿が理解できるか 
 結論から言うと、「統合レポート 2021」を読めば、難点はあるものの愛知製鋼の目指す姿
は理解できるといえる。なぜならば、この統合レポートでは、同社が到達したい目標の姿と
して、「2030年ビジョン」というものを具体的に挙げているからだ。 

 
【愛知製鋼「統合レポート 2021」05 ページより】 

この「2030 年ビジョン」は、同社が年輪的成長を続けることを目的に、長期的な視点のも
と社会の変化に対応していくための愛知製鋼の軸として 2020 年に策定されたものである。
更に、同社は 2021 年 4 月から、「2030年ビジョン」実現に向け最初の 3年間で取り組むべ
き重要課題や道筋を具体的に示す「新中期経営計画（新中計）」をスタートさせており、統
合レポートでもこの新中計の重要課題として取り組んでいる５項目に対して詳しく説明が
されている。 
 一方、難点として、この統合レポートでは「2030 年ビジョン」に対して詳しく述べられ
すぎていると感じた。この統合レポートでは、「2030年ビジョン」に対して、 
①2030 年に向けた三つの経営指針 
②新中期経営計画において、代表取締役社長である藤岡高広氏がポイントとしている４点 
③新中期経営計画に伴う重要課題５つ 
の 3 点が述べられているが、特に②と③について、内容として重なっている部分と重なっ
ていない部分がある。したがって、本レポートを読むに当たり、結局何が一番重要なのか、
という点で混乱した。 
 しかし、愛知製鋼が目指している姿は何か、と端的に問われれば、「2030 年ビジョン」を
挙げることができるだろう。 
 
2． この会社の競争優位性が理解できるか 
この統合レポートを読めば、愛知製鋼の競争優位性は理解できる。統合レポートからは、
愛知製鋼は、熱間圧延棒鋼、ステンレス形鋼・平鋼、電動車用リードフレームの国内生産シ
ェアや、単一の鍛造工場としての国内生産量が１位であり、かつ、ネジオム系異方性ボンド
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磁石の世界生産シェアが世界１位であることが分かる。これらは、明確に愛知製鋼の競争優
位性であると言えるだろう。しかし、これらの事は、統合レポートの最後の数ページに書い
てあり、今回のように、愛知製鋼の競争優位性を探す目的で読めば理解できるが、目的なく
統合レポートを読む場合には見つけにくいだろう、と感じた。 
 
3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
 理解できる。前述の通り、愛知製鋼は様々なモノで国内生産シェア、世界生産シェア１位
を獲っている。特に、世界生産シェア１位を誇るネジオム系異方性ボンド磁石のシェア率は
40％であるため、まだまだこの業界内の愛知製鋼の優位性は変わらないだろう、と感じた。
また、ネジオム系異方性ボンド磁石は、特殊鋼製造のノウハウから生まれた鉄供給材の５事
業で新ビジネス創出を推進するスマートカンパニーの主力製品である。これからも分かる
通り、愛知製鋼は既存のビジネスに加えて、新ビジネスへも力を入れているため、既に生産
シェア１位を獲っているモノだけでなく、これから更に世界生産シェアの大部分を担える
独自のモノを生み出してくれるのではないか、と感じた。 
 
4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 
 結論としては、人的資本の価値向上は達成できるものの、十分ではないと感じた。愛知製
鋼の 2030 年ビジョンのための新中期経営計画の重要課題５つの一つとして、「安全で働き
やすい環境づくりの促進による従業員の幸せ」というものがある。統合レポートを読むと、
その中で人材育成にも取り組んでいることが分かったが、どちらかと言うと、人材育成とい
うよりかは、社員の健康・安全・人権などに力を入れている印象を受けた。人材育成の面で
見ていくと、愛知製鋼には「自工程完結研修」「専門技能研修」の二つがある。自工程完結
研修とは、失敗ややり直しを防ぐために段取りを重視した質の高い仕事をするための考え
方である自工程完結を身につけるためのものである。また、専門技能研修は技能職社員全員
を対象に、工場で必要とされる知識・技能を体系的に学ぶための研修で、社員は A~C級を、
ステップを踏んで学ぶことで、合格者を級認定している。これにより、社員の人的資本の価
値向上は間違いなく達成できると感じた。しかし、これらは組織特殊的な人的資産の割合が
大きく、もし転職などを考えているならば、人的資本の価値向上としては不十分だと考えた。
私はこの業界の知識がないためはっきりとしたことは言えないが、一般的な資格を取れる
制度を作るなど、汎用的な人的資産を身につける制度を作るといいのではないかと感じた。 
 
5．報告書にはどのような改善余地があるか 
 今回統合レポートを読んでみてとにかく感じたのは、情報量が多い、ということだった。
統合レポートは全 52 ページからなっており、その一つ一つのページに、小さい字で文章が
ぎっしりと書かれており、全てを読むのにかなりの時間がかかってしまった。今回のように、
課題として読むことを迫られている場合は良いが、愛知製鋼に興味を持った人が少しだけ
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見てみよう、と覗いた際には、ぎっしりと書かれ過ぎているため読むのをやめてしまうので
はないか、と感じた。また、情報量が多いため、愛知製鋼の目指している姿や競争優位性な
どを探す際に、統合レポート内にしっかりと書かれているのにも関わらず、それを探し出す
のに時間がかかってしまった点がもったいないと感じた。これらを改善するために、なるべ
く文章ではなく箇条書きなどで書き、色分けや、文字の大小を利用として重要なことが一目
で分かるようにすればいいのではないかと考えた。また、多少ページ数が増えてしまったと
しても、もう少し文字の大きさは全体的に大きくした方が良いと思った。これに加えて、構
成について、この統合レポートでは愛知製鋼の強み、となるアピールポイントが最後の数ペ
ージに書かれていた。しかし、私はそのページを読んで愛知製鋼の凄さに気づき、とても興
味を持って読むことができたため、この強みについては冒頭部分に書くと良いと思った。 
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